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生
活
に
困
っ
て
い
る
人
が
抱
え
る
問
題
に

つ
い
て
、
全
て
を
行
政
の
み
で
把
握
す
る
こ

と
は
困
難
で
す
。
身
近
で
な
け
れ
ば
発
見
で

き
な
い
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る
人
に
し
か

気
づ
け
な
い
問
題
も
あ
り
ま
す
。

　
自
ら
が
“
気
づ
く
”
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
お

互
い
に
見
守
り
、
自
分
に
何
か
あ
っ
た
と
き
に

“気
づ
い
て
も
ら
え
る
”
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

地
域
の
課
題
を
自
分
ご
と
と
し
て

と
ら
え
る
意
識
の
醸
成

　
福
祉
学
習
や

体
験
活
動
な

ど
の
生
活
に

結
び
つ
く
福
祉

教
育
を
充
実

さ
せ
ま
す
。

困
り
ご
と
、
悩
み
ご
と
に
気
づ
け
る

体
制
づ
く
り

　
多
様
な
活
動
主
体
に
よ
る
見
守
り
の
仕

組
み
を
つ
く
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
で
の

見
守
り
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

地域福祉計画を策定しました！

地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉
活
動
計
画

　

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、
自
立
し
た
個
人
が
地
域
住

民
と
し
て
の
つ
な
が
り
を
持
ち
、
思
い
や
り
を
持
っ
て

共
に
支
え
合
い
、
安
心
・
安
全
で
充
実
し
た
暮
ら
し
を

目
指
す
地
域
福
祉
の
基
本
と
な
る
理
念
が
共
有
さ

れ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
の
つ
な
が
り
等
の
お
互

い
を
支
え
あ
う
暮
ら
し
を
基
盤
と
し
て
各
施
策
を

行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進
行
し
、

担
い
手
不
足
が
顕
在
化
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
東
栄
町
第
６
次
総
合

計
画
後
期
計
画
に
掲
げ
る
「
分
野
を
超
え
た
連
携
と
、

町
民
相
互
の
主
体
的
な
参
加
と
支
え
あ
い
に
よ
り
、

住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で

き
る
地
域
共
生
社
会
の
実
現
」
を
め
ざ
し
、
今
年
度

か
ら
令
和
８
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
「
東
栄
町
地
域

福
祉
計
画
」
を
策
定
し
ま
し
た
。

基
本
目
標 

１
　
気
づ
く
た
め
の
一
歩

問合せ 福祉課ӠӠɨ㕷㕶 Ք 㕱㕸㕱㕵

令
和
４
年
度
〜
令
和
８
年
度

ৰ቎ጫႪ

誘
わ
れ
、
頼
ま
れ
、

私
の
一
歩
が

や
さ
し
い
輪
を
広
げ
る

❶

❸

﹇
施
策
﹈

　
町
民
・
団
体
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
が
つ
な

が
り
、
自
ら
支
援
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
、

い
つ
で
も
気
軽
に
相
談
・
協
力
が
で
き
る
ま

ち
を
目
指
し
ま
す
。

住
民
の
困
り
ご
と
を
解
決
に
つ
な
げ
る

相
談
支
援
の
充
実

　
子
ど
も
、
高
齢
者
、
障
が
い
の
あ
る
人
等

が
、
専
門
的
な
相
談
支
援
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
充
実
を
図
り
ま
す
。

交
流
の
場
づ
く
り
の
推
進　

集
い
の
場
の
機

能
の
充
実
や
世

代
間
の
交
流
を

促
す
こ
と
で
、

各
々
の
生
き
が

い
づ
く
り
や
仲

間
づ
く
り
に
つ

な
げ
ま
す
。

基
本
目
標 

２
　
つ
な
が
る
た
め
の
一
歩

❶❷

❷

﹇
施
策
﹈

持
続
可
能
な
地
域
福
祉
活
動
の
展
開

　
人
と
の
関
わ
り
合
い
や
趣
味
等
を
き
っ

か
け
と
し
た
社
会
参
加
が
し
や
す
い
環
境

を
つ
く
る
と
と
も
に
、
当
事
者
組
織
の
活

動
を
支
援
し
ま
す
。
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地
域
福
祉
計
画
策
定
の
た
め
の
取
組

　
東
栄
町
の
実
情
と
、
地
域
福
祉
計
画
の
必

要
性
を
情
報
共
有
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

通
じ
て
、
自
助
、
互
助
、
共
助
、
公
助
の
概
念

に
基
づ
い
た
地
域
福
祉
社
会
を
一
緒
に
考
え

る
こ
と
を
目
的
に
参
加
者
を
公
募
し
ま
し
た
。

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
４
日
間
に
渡
っ
て
、
地

域
課
題
の
解
決
方
法
を
話
し
合
い
ま
し
た
。

❶ 

住
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
各
種
団
体
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
福
祉
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
社
協
、
町
な
ど
の
地
域
福
祉
の
推

進
に
関
わ
る
全
て
の
人
の
主
体
的
な
参
加
や

協
力
の
下
に
連
携
し
、
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

❶ 

町
民
・
団
体
・
事
業
者
等
の

　 

協
働
に
よ
る
計
画
の
促
進

　
地
域
福
祉
は
、
公
的
な
支
援
に
よ
る
「
公

助
」や
、
個
人
の
「自
助
」だ
け
で
は
対
応
が
困

難
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
の
力
を
活
用
し

た
「
互
助
・
共
助
」
に
よ
る
支
え
合
い
が
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
地
域
福
祉
の
増
進
の
た
め
、
連
携

を
強
化
し
、
協
力
す
る
体
制
を
確
立
し
て
い

き
ま
す
。

❷ 

社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携

　
町
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
す
る
と

と
も
に
、
話
し
合
い
や
活
動
の
場
な
ど
、
様
々

な
場
面
に
お
い
て
も
積
極
的
な
計
画
の
周
知

に
努
め
ま
す
。

❸ 

計
画
の
展
開
と
普
及
啓
発

　
町
内
で
医
療
・
介
護
・
障
が
い
者
・
子
ど
も
・

生
活
困
窮
に
関
わ
る
専
門
職
が
集
ま
り
、
４

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
２
日
間
に
渡
っ

て
、
愛
知
県
立
大
学
社
会
学
部
准
教
授
の
松

宮
朝
准
教
授
に
ご
指
導
い
た
だ
き
、
話
し
合

い
を
行
い
ま
し
た
。

❷ 

専
門
職
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

ま
と
め

計
画
の
推
進

　
こ
う
し
た
住
民
参
加
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

「
東
栄
町
地
域
福
祉
計
画
」
の
概
要
版
は
、

広
報
５
月
号
と
一
緒
に
全
世
帯
配
布
し
て

い
ま
す
。
本
文
に
つ
き
ま
し
て
は
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画

基本理念
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
担
い
手
で
あ
る
人
材

を
確
保
す
る
と
と
も
に
、
専
門
知
識
の
習

得
等
に
よ
る
資
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。
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防
災
へ
の
意
識
を
高
め
る
と
と
も
に
、
地

域
で
の
自
主
防
災
体
制
の
強
化
を
図
り
ま

す
。
ま
た
、
要
援
護
者
へ
の
対
応
を
迅
速
に

行
う
た
め
、
災
害
時
要
援
護
者
・
支
援
者
台

帳
の
整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
緊
急
時
に

お
け
る
支
援
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

❶❷ ﹇
施
策
﹈

　
困
り
ご
と
を
解
決
し
、
支
援
し
て
い
く
た
め

に
は
、
地
域
の
“
気
づ
き
”
や
“
つ
な
が
り
”
に

よ
っ
て
把
握
さ
れ
た
地
域
課
題
の
解
決
に
向

け
て
、
“
支
え
合
う
”
仕
組
み
が
必
要
で
す
。

仕
組
み
に
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
公
的
な

も
の
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
生
活
し
て
い
る

人
や
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
様
々
な

関
り
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
　
町
民
・
団
体
・
事
業
者
・
行
政
な
ど
、
み
ん

な
が
協
働
し
て
お
互
い
に
支
え
合
え
る
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

基
本
目
標 

３
　
支
え
合
う
た
め
の
一
歩

基
本
目
標 

１
　

成
年
後
見
制
度
に
関
す
る
広
報
・
啓
発

基
本
目
標 

２
　

成
年
後
見
制
度
を
取
り
巻
く
関
係
者
間
の

協
力
体
制
の
仕
組
み
づ
く
り

基
本
目
標 
３
　

成
年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
人
を
支
え
る

仕
組
み
づ
く
り

東
栄
町
地
域
福
祉
計
画
の
基
本
理

念
を
継
承
し
つ
つ
、
成
年
後
見
制
度

の
利
用
に
関
す
る
現
状
や
課
題
、
ま

た
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
利
用
者
が

相
談
し
や
す
い
権
利
擁
護
支
援
の

在
り
方
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。



Pick
up

4

・
東
栄
町
保
健
・
医
療
・
福
祉
複
合
施
設
の

　
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
等
の
制

　
定
に
つ
い
て

　

11
月
に
開
所
予
定
の
複
合
施
設
に
国
民

健
康
保
険
東
栄
診
療
所
・
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置

す
る
こ
と
と
し
、そ
の
業
務
等
を
規
定
。

・
東
栄
医
療
セ
ン
タ
ー
特
別
会
計
設
置
に

　 

関
す
る
条
例
等
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

東
栄
町
国
民
健
康
保
険
東
栄
診
療
所
を

設
置
す
る
こ
と
に
伴
い
、
関
係
す
る
条
例

を
改
正
。

・
東
栄
町
長
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す
る

　 

条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

町
長
、
副
町
長
及
び
教
育
長
の
給
料
月

額
の
減
額
を
１
年
間
延
長
す
る
。

　

今
回
の
補
正
予
算
額
は
１
億
６
千
４
０
４

万
１
千
円
の
増
額
と
な
り
ま
し
た
。｟
特
別
会

計
を
あ
わ
せ
る
と
１
億
７
千
１
２
５
万
２
千

円
の
増
額
｠

　

各
事
業
の
精
算
な
ど
に
よ
り
財
源
の
確

保
が
で
き
た
こ
と
に
伴
い
、
減
債
基
金
繰

入
金
を
８
千
万
円
減
額
。

　

町
債
は
、
対
象
事
業
費
を
圧
縮
で
き
た

こ
と
に
よ
り
起
債
額
を
減
額
で
き
、
全
体

で
１
千
４
９
０
万
円
減
額
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
加
速
す
る
た
め
に
必
要
な
費
用
１
５
０

万
９
千
円
の
増
額
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
経
済
対
策
と
し

て
取
り
組
ん
だ
新
分
野
進
出
・
販
路
開
拓

等
支
援
補
助
金
を
７
６
０
万
１
千
円
、
持

続
化
給
付
金
事
業
費
を
９
５
２
万
円
増
額
。

　

新
城
広
域
消
防
負
担
金
１
千
７
０
万
４

千
円
増
額
。

　

財
政
調
整
基
金
積
立
金
３
億
３
１
８
万

４
千
円
、
減
債
基
金
積
立
金
２
千
８
４
万

２
千
円
増
額
。

山
本
典
式 

議
員

・
町
の
財
政
状
況
に
つ
い
て

加
藤
彰
男 

議
員

・
住
民
の
期
待
に
応
え
る
行
政
運
営
に
つ
い
て

　

～
「
自
治
体
の
内
部
統
制
」
と
組
織
の
あ

り
方
～

・
町
か
ら
住
民
へ
の
情
報
の
あ
り
方
に
つ
い
て

～ “

安
心
で
き
る”

 

毎
日
の
暮
ら
し
の
た
め

に
～

浅
尾
も
と
子 

議
員

・
村
上
町
政
の
も
と
破
壊
さ
れ
た
町
の
医
療

を
再
生
す
る
た
め
に

・
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
「
第
６

波
」
の
特
徴
・
教
訓
を
ふ
ま
え
た
東
栄
町
の

対
策
・
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

・
清
流
め
ぐ
り
利
き
鮎
グ
ラ
ン
プ
リ
の
鮎
を

育
む
東
栄
町
の
自
然
環
境
保
護
と
バ
イ
オ

マ
ス
発
電
事
業
へ
の
反
対
表
明
に
つ
い
て

・
町
職
員
の
不
祥
事
に
対
す
る
村
上
町
長
の

対
応
に
つ
い
て

・
情
報
公
開
制
度
の
意
義
と
個
人
情
報
保
護

の
重
要
性
に
つ
い
て

伊
藤
紋
次 

議
員

・
当
面
の
課
題
に
つ
い
て

・
コ
ロ
ナ
禍
後
に
つ
い
て

東
栄
町
議
会
定
例
会

第
１
回

一
般
質
問

補
正
予
算
の
概
要

令
和
３
年
度 

３
月

｟
単
位
：
万
円
｠

※

千
円
単
位
切
捨
て
の
た
め
合
計
が
合
わ

　

な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。

条
例
の
改
正

歳  

入

歳  
出

補
正
予
算
の
概
要 

一
般
会
計

　
令
和
４
年
第
１
回
町
議
会
定
例
会
は
、
３
月
10
日
に
招
集
さ
れ
、
会
期
中
に
各
常
任
委

員
会
で
の
審
議
を
経
て
、
22
日
の
本
会
議
で
す
べ
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
の
で
、

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ӾӺ億ԁ,Ӽԃԁ

ӿ億Ԁ,ԂԃӾ

ӻ億Ӽ,ԁԃԂ

Ӽ億ӽ,ӿԁӽ

ӻ億ӽ,ӼӻӾ

Ӽ,ԂԁӾ

ԁ億Ӿ,ԂӾԁ

ӻ億Ԁ,ӾӺӾ

ӻ,ԃӾӽ

ӻԂԃ

△ӻӽԃ

△ӼӼӾ

△ӻԂӻ

△ԂԀԀ

ӾӼ億ӽ,ԁӺӻ

ӿ億Ԃ,Ԃӽԁ

ӻ億Ӽ,ԃԂԂ

Ӽ億ӽ,Ӿӽӽ

ӻ億Ӽ,ԃԂԃ

Ӽ,ԀԃӼ

ԁ億ӽ,ԃԂӺ

会　計　名 既定額 補正額 計

国 民 健 康 保 険

後 期 高 齢 者 医 療

簡 易 水 道

公 共 下 水 道 事 業

農業集落排水事業

東栄医療センター

一　　般　　会　　計

特
　
別
　
会
　
計
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まちづくり実行委員会 報告令和3年度

とうえい

暮らしの パッケージカラフル
町では、 「このまちで暮らし続けるための施策」 として

移住者のみでなく、このまちに暮らしている人を応援するために

「とうえい 暮らしのカラフルパッケージ」 を実施しています。

まちづくり実行委員会は、全8回の会議を行い「まちづくり基本条例」の学習、「まちづくり座談会」の

とりやめ、メンバー同士の交流や情報共有など会議を通して様々な学びがありました。

町内に定住の意志をもって新築住宅を建設

された方にӽӺ万円の補助金を交付します。

※着手前に申請していただく必要があります

のであらかじめ役場にご相談ください。

住宅新築祝い金（定住促進支援補助金）

会議の

主な内容

　ӾӺ歳以下の方で、東栄町に住所を移された

方に対し、以下のいずれか補助をします。

・住所変更後、ӻ年以上経過した方にӼ万円分の商品券。

・住所変更後すぐに北設情報ネットワーク引込

工事を行った方にはԀԀ,ӺӺӺ円の補助。

若者定住支援補助金

町内の空き家に住む場合、リフォームや片づ

けに係る費用の一部を補助します。

上限ӽӺ万円、ӻ／Ӽ補助、加算措置あり。

（最大ӿӺ万円の補助）

空き家活用支援補助金

ӾӺ歳以下のＵ・Ｉターン者で町外に勤務され

ている方に対し、通勤費用を距離に応じてӽ

年間補助します。

移住者通勤支援補助金

まちづくり基本条例の説明・「まちづくり座談会」の実施について

実行委員会の役割について検討、目的の確認

まちづくり基本条例について学ぶ

これまでの実行委員会について知る

令和ӽ年度まちづくり座談会を実施しない決断

実行委員会メンバー同士を知る

アイコン作成についての検討と「成果とまとめ」作成について

成果とまとめについての中間報告・次年度へ向けての情報交換

第ӻ回

第Ӽ回

第ӽ回

第Ӿ回

第ӿ回

第Ԁ回

第ԁ回

第Ԃ回

町ホームページまとめ資料令和ӽ年度の成果とまとめが完成しました！

問合せ 総務課　　☎７６ ・ ０５０２

問合せ

総務課　　☎７６ ・ ０５０２
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梅田　直樹

山下　康晴

加藤　寿基

内藤　貴啓

尾崎あゆみ

佐々木和歌子

伊藤　浩也

髙尾　琴絵

青山　千裕

皆田　　優

伊藤　嘉政

大㈫　真貴

西森　政智

市野瀬貴史

村松　修蔵

内舘　貴仁

森谷美保子

堂地　敦志

生田　文隆

伊藤　　楓

平野　知子

服部　天辰

長野　行宏

丸山　滉貴

原田　優子

美濃羽冴子

西林　公子

金田　千恵

小野　　匠

内藤由貴子

松㈫　健太

神谷　純平

山田　麻友

栗嶋　賢司

夏目　明剛

経済課農林係長

経済課商工観光係長

建設課上下水道係長

建設課土木係長

建設課住宅管理係長

教育課教育総務係長

教育課生涯学習係長

とうえい保育園主任保育士

総務課

総務課

総務課

総務課

総務課

総務課

住民課

住民課

住民課

住民課

住民課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課

福祉課保健師

福祉課保健師

福祉課看護師

建設課

建設課

建設課

建設課

教育課

とうえい保育園管理栄養士兼調理員

総務課課長補佐

とうえい保育園長

経済課農林担当主任

経済課商工観光担当主任

総務課財政係長

事業課

振興課地域支援係長

振興課企画政策係長

教育課施設担当主任

住民福祉課社会福祉担当主任

振興課

教育課

住民福祉課

事業課

振興課

振興課

住民福祉課

住民福祉課

医療センター

住民福祉課

住民福祉課

後期高齢者医療広域連合派遣

住民福祉課

住民福祉課

住民福祉課

住民福祉課

住民福祉課保健師

住民福祉課保健師

医療センター看護師

事業課

事業課

事業課

教育課

総務課

医療センター管理栄養士

 (再任用）

 (再任用）

令和4年４月１日付

氏　　名 現　　　職 前　　　職役
場
職
員
異
動
者
一
覧 

（
つ
づ
き
）

大竹　凌真

大 竹　　瞳

佐々木　牧

亀山　直美

山本　里美

とうえい保育園保育士

とうえい保育園保育士

とうえい保育園調理員

医療センター主任看護師

医療センター看護師

氏　　名 現　　職　　名

内藤　敏行

伊藤まり子

夏目　明剛

栗嶋　賢司

清水　哲也

総務課長

税務課長

経済課長兼商工観光係長

教育課長兼学校教育係長兼学校給食共同調理場長

教育課施設係長

氏　　名 現　　職　　名

令和4年３月３１日付

退
職
職
員 

令和4年度 消防団

伊 藤 俊

夏 目 佳 樹

原 田 佑 介

伊 藤 洋 平

佐々木直也

原 田　 昂

岡 村 龍 一

長 谷 辰 徳

佐々木義剛

山 本 宗 嗣

団 長

副団長

副団長

副団長

第１分団
（御殿・振草）

第２分団
（本郷・三輪）

第３分団
（下川・園）

本団役員 正副分団長

正

副

正

副

正

副
◀ 左から
　 原田佑介、伊藤俊、夏目佳樹、伊藤洋平

機構改革

改正前 改正後

総務課

振興課

住民課

福祉課
住民福祉課

事業課 建設課

総務課



天文台

博物館

8

TOWN TOPICS
まちの話題

 間伐材アート装飾
ＩＮ・ジェイアール名古屋タカシマヤ

ＢＧ塾を
開催しました！！
　東栄町内の小学生を対象としたＢ＆Ｇ財団の事業「ＢＧ

塾」を３月１２日（土）に開催し、社会教育文化施設（博物

館・民芸館）や森林体験交流センターの見学と、足込川沿

いのゴミ拾いを実施しました。参加した小学生６名は、博

物館や森林体験交流センターで講師の説明を聞きなが

ら東栄町の魅力や自然について学びました。また足込川

沿いのゴミ拾いでは、小学生同士で声を掛け合い、多く

のゴミを拾い集めることができました。

　来年度は、夏休みに開催する予定です。興味がある方は

是非ご参加ください。

　SDGｓ（持続可能な開発目標）の取組みの一環で、地元

応援や地域活性化を目的として、ジェイアール名古屋タカ

シマヤはチェンソーアートクラブ東栄が提供した、東栄町

の「間伐材」を用いたアート装飾の展示を行いました。

　3月16日(水)～3月29日(火)の期間、各階にアート装

飾が登場し、訪れた多くの人に観ていただくことができ

ました。この展示で使用した木材は、町内の公共施設で

再利用される予定です。

入園・入学 おめでとう！
　4月5日(火)にとうえい保育園で入園式が、7日(木)に

東栄中学校で入学式が行われました。

　保育園では4名、中学校では14名の新入生を迎え、新

年度をスタートしました。



まちからのお知らせ
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5月９日（月）～6月30日（木）

町内の事業所で補助対象品目を

購入した町民

町内販売事業者で購入した家庭用

発電機（本体）、蓄電池等

見積金額の１／２（原則）

5万円

ヤマビルにご注意ください！

★一番の注意は足元 ! 

・ 長靴や足首まである靴を履く。

・ 厚手で網目の細かい靴下を履く。

・ 長ズボンを履き、ズボンのすそは靴下の中に入れる。

・ 事前に長靴や靴にヤマビル忌避剤をスプレーして

  おく。  (20%食塩水も効果があります。)

★地面に直接、腰を下ろさない。 

本年度も「ヤマビル調査」にご協力いただける世帯と団

体等を募集します。(調査は簡単なアンケートで、駆除

剤をお渡しする際に記入) 詳しくは、広報とうえい5月

号と一緒に配布しております案内文書をご覧ください。

木造住宅耐震診断補助金

吸血被害の予防策

ヤマビル調査と駆除剤の散布に
ご協力をお願いします

★ヤマビルを取る

・ 塩、食塩水、虫よけスプレー、消毒用エタノールなど

　をヤマビルにかける。 

★ヤマビルを退治する

・ ヤマビルをハサミで切る。

　(吸血したヤマビルは産卵して増えてしまう)

★傷口を指でつまんで 「ヒルジン」 をしぼり出し、

　消毒用エタノールや水で洗う

 (血が固まりにくくなるため、

　ヒルジンをよく洗い流す)

★ばんそうこうを貼って

　血が流れないようにする

ヤマビルに血を吸われたら

　昭和５６年５月３１日以前に建てられた木造住宅を

対象に、耐震診断が無料で受けられます。

　調査員がご自宅に伺い、２時間ほど調査を行いま

す。部屋の内外や天井裏、床下を調査し、壁の材質

や基礎、壁のヒビ割れといった劣化現象や筋交い

の有無を確認します。家具を移動させるような準備

は不要ですが、天井裏と床下を確認できるようにし

ておいてください。

　調査から１か月ほどで結果報告書を調査員がお

渡しします。耐震性の有無、耐震改修工事にかかる

費用等が分かります。

　診断により耐震性がないと判定された場合、耐震

改修工事の費用を最大１００万円補助する制度が

あります。

　お申し込みは建設課へ

申請書をご提出ください。

発電機等の購入補助金の
申請受付を開始します！

出没時期　 5月〜11月 

出没場所　 暗くて湿気の多い山林、雑草の根本など

問合せ 建設課 　☎７６ ・ １８１３問合せ 総務課 　☎７６ ・ ０５０１

問合せ 経済課　　☎７６ ・ １８１2

受付期間

補助対象者

補助対象品目

補助率

上限額

　災害への備えのために購入する、家庭用発電機

の購入補助金の申請受付を開始します。



●
問
い
合
わ
せ
先

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
新
城

　
　
　
　

☎
０
５
３
６
・
２
２
・
１
１
６
０

information 暮らしの情報

令
和
４
年
４
月
以
降
の
雇
用
調
整

助
成
金
の
特
例
措
置
等
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
～
令
和
４
年
６
月
に
お
け
る

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
係
る
雇
用

調
整
助
成
金
・
緊
急
雇
用
安
定
助
成
金
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
休
業
支
援
金
・

給
付
金
の
特
例
措
置
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

助
成
内
容
が
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

令
和
４
年
７
月
以
降
の
取
扱
い
に
つ
い
て

は
、
雇
用
情
勢
を
見
極
め

な
が
ら
具
体
的
な
助
成
内

容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　

東
三
河
県
税
事
務
所

　
　
　
　

☎
０
５
３
２
・
３
５
・
６
１
３
０

●
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　
　
　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
１

　

福
祉
課　
　
　
　
　

☎
７
６
・
１
８
１
５

●
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課　
　
　
　
　

☎
７
６
・
０
５
０
３

ア
ル
ミ
缶
回
収
の
お
知
ら
せ

　

５
月
31
日
｟
火
｠
は
、
自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
で
す
。

　

４
月
１
日
現
在
で
自
動
車
を
お
持
ち
の
方

に
対
し
、
５
月
２
日
｟
月
｠
に
県
税
事
務
所
か

ら
納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す
の
で
、
お
近

く
の
県
税
事
務
所
、
金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
等
で
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

｟
納
付
場
所
は
、
納
税
通
知
書
の
裏
面
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
｠
。

　

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

を
利
用
し
て
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
｟
決
済
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
｠
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
バ

ン
キ
ン
グ
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
ア
プ
リ
｟
Ｐ
ａ
ｙ
Ｐ

ａ
ｙ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ　

Ｐ
ａ
ｙ
、

Ｐ
ａ
ｙ
Ｂ
｠
で
も
納
付
し
て

い
た
だ
け
ま
す
。

　

な
お
、
名
義
変
更
や
廃
車
な
ど
の
手
続
を

他
の
人
に
依
頼
し
た
自
動
車
に
つ
い
て
、
納

税
通
知
書
が
届
い
た
場
合
は
、
そ
れ
ら
の
手

続
が
３
月
末
日
ま
で
に
行
わ
れ
て
い
な
い
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
依
頼
先
に
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
転
居
な
ど
に
よ
り
納
税
通
知
書
が

届
か
な
い
と
き
は
、
管
轄
の
県
税
事
務
所
に

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

自
動
車
税
種
別
割
の
納
付
を

お
忘
れ
な
く
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ス
チ
ー
ル
缶
は
飲
料
・
缶
詰
め
の
み
回
収

【
注
意
点
】

１
.
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
に
分
け
る

　

ア
ル
ミ
缶
マ
ー
ク
と
ス
チ
ー
ル
缶
マ
ー
ク
の

確
認
。
｟
ア
ル
ミ
缶
と
ス
チ
ー
ル
缶
は
別
々
の

袋
・
容
器
に
分
別
し
て
収
集
場
所
に
持
ち
込

ん
で
く
だ
さ
い
。
｠

２
.
軽
く
水
で
洗
う
。

　

ア
ル
ミ
缶
・
ス
チ
ー
ル
缶
を
水
で
軽
く
洗
い
、

し
ば
ら
く
さ
か
さ
ま
に
し
て
水
を
切
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
奨
励
金
の
受
け
取
り
は
金
融
機
関
へ
の
振

込
み
と
な
り
ま
す
。
当
日
、
振
込
先
が
分

か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

限
り
あ
る
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
！

実
施
日　

５
月
㕱㕳
日
｟
金
｠

収
集
場
所　

東
栄
町
役
場
分
庁
舎
前
駐
車
場

受
付
時
間　

午
前
９
時
～
㕱㕱
時

奨
励
金　

㕸㕰
円
／
㎏
｟
ア
ル
ミ
缶
｠

対
象
と
な
る
も
の　

水
で
洗
い
乾
か
し
た
ア

　
　

ル
ミ
、
ス
チ
ー
ル
缶
。

特
別
支
援
学
校
体
験
入
学

　

愛
知
県
教
育
委
員
会
で
は
、
来
年
度
に
小
・

中
・
高
等
学
校
入
学
予
定
で
障
害
を
有
す
る

可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
と
そ

の
保
護
者
の
方
を
対
象
に
、
特
別
支
援
学
校

の
様
子
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
体
験
入

学
を
実
施
し
ま
す
。
次
の
体
験
入
学
日
以
外

に
も
、
随
時
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎
知
的
発
達
に
遅
れ
の
み
ら
れ
る
お
子
さ
ん

日
時　

【
小
学
部
】
説
明
会 

６
月
㕱㕶
日
｟
木
｠

　
　
　

 

体
験
入
学 

７
月
㕲㕱
日
｟木
｠、
㕲㕲
日
｟金
｠

　
　
　
　

【
中
学
部
】
説
明
会　

６
月
㕱㕷
日
｟
金
｠

　
　
　

 

体
験
入
学　

７
月
㕲㕵
日
｟
月
｠

場
所　

愛
知
県
立
豊
川
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

｟
愛
知
県
豊
川
市
平
尾
町
門
田
㕷㕷
｠

日
時 

【
高
等
部
】
体
験
入
学　

８
月
㕱㕹
日
｟
金
｠

場
所　

愛
知
県
立
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　

山
嶺
教
室
｟
北
設
楽
郡
設
楽
町
清
崎　

　
　
　
　

 

字
林
ノ
後
５
番
地
２
｠

◎
手
足
の
不
自
由
な
お
子
さ
ん

日
時 

【
小
学
部
・
中
学
部
】
説
明
会

　
　
　

  

６
月
３
日
｟
金
｠
、
９
月
㕱㕶
日
｟
金
｠

 　
　

  

【
高
等
部
】
説
明
会　

６
月
２
日
｟
木
｠

場
所　

愛
知
県
立
豊
橋
特
別
支
援
学
校

　
　
　

｟
豊
橋
市
西
口
町
字
西
ノ
口
㕲㕵
番
地
㕱㕰
｠

申
込
方
法 

お
子
さ
ん
が
在
籍
す
る
保
育
園
、

　

小
中
学
校
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　

 

と
う
え
い
保
育
園　

☎
７
６
・
１
２
２
２

　
　
　
　
　
　

 

東
栄
小
学
校　

☎
７
６
・
０
０
５
９

　
　
　
　
　
　

 

東
栄
中
学
校　

☎
７
６
・
０
０
７
１

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　

教
育
委
員
会　

 　
　
　

  

☎
７
６
・０
５
０
９

行
政
相
談　

午
後
１
時
～
３
時

人
権
・
行
政
相
談　

午
前
10
時
～
３
時

場
所　

役
場
小
会
議
室

人
権
相
談
・

行
政
相
談
の
ご
案
内

５
月
16
日
｟
月
｠

６
月
７
日
｟
火
｠

８
月
22
日
｟
月
｠

９
月
７
日
｟
水
｠

10
月
17
日
｟
月
｠

11
月
21
日
｟
月
｠

12
月
１
日
｟
木
｠

１
月
16
日
｟
月
｠

２
月
20
日
｟
月
｠

３
月
20
日
｟
月
｠

行
政
相
談

人
権

・
行
政
相
談

行
政
相
談

人
権

・
行
政
相
談

行
政
相
談

行
政
相
談

人
権

・
行
政
相
談

行
政
相
談

行
政
相
談

行
政
相
談

開
催
日

内　

容
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「
ぽ
た
び

-

と
う
え
い
自
転
車
さ
ん
ぽ

-

」の

   

公
式
サ
イ
ト
を
公
開
し
ま
し
た

　

さ
ら
に
今
回
、
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車

を
活
用
し
た
新
た
な
観
光
ま
ち
づ
く
り

事
業
と
し
て
、
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
の
紹
介
と

予
約
受
付
を
H
P
内
に
公
開
し
ま
し
た
。

定
期
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
と
季
節
の
お
す
す
め

メ
ニ
ュ
ー
や
地
元
サ
イ
ク
リ
ス
ト
と
共
に

開
催
す
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ツ
ア
ー
の
受
け
入

れ
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
普
段
か
ら
自
転

車
に
乗
る
方
や
、
観
光
と
し
て
自
転
車
を

使
っ
て
ま
ち
を
楽
し
み
た
い
方
、
ど
ち
ら

に
も
東
栄
町
を
知
り
、
楽
し
ん
で
い
た
だ

け
る
ペ
ー
ジ
と
な
っ
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ

さ
い
。

　

令
和
3
年
～
４
年
度
事
業
と
し
て
取

り
組
み
を
進
め
て
い
る
東
栄
町
で
の
自

転
車
さ
ん
ぽ
を
促
進
す
る
「
ぽ
た
び
」

事
業
の
公
式
サ
イ
ト
を
制
作
し
ま
し
た
。

本
サ
イ
ト
で
は
、
東
栄
町
を
自
転
車
で

巡
る
う
え
で
の
共
通
コ
ン
セ
プ
ト
・
ビ

ジ
ュ
ア
ル
で
あ
る
「
ぽ
た
び
」
の
想
い
や

事
業
内
容
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
令
和

3
年
度
中
に
町
内
事
業
者
の
皆
さ
ま
に

ご
協
力
い
た
だ
き

、
指
定
し
た
「
自
転

車
さ
ん
ぽ
の
休
憩
所
｟
バ
イ
シ
ク
ル
ピ
ッ

ト
｠
」
へ
自
転
車
ス
タ
ン
ド
・
空
気
入
れ
・

工
具
を
設
置
し
、
H
P
で
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
集
落
を
巡
る
モ
デ
ル
コ
ー

ス
の
紹
介
や
実
際
に
ま
ち
を
自
転
車
で

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
の
レ
ポ

ー
ト
記
事
等
の
掲
載
も
行
い
ま
す
。

»
ኴ
⼋
஽
⽖
⼢
๐

　 

東
栄
町
観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会

 

　
　
　
　
　
　  

☎
７
６
・
１
７
８
０

観
光
ま
ち
づ
く
り
協
会
だ
よ
り

み
ん
な
で
つ
く
る
！

Vol.58

健
康
戦
隊

守
る
ン
ジ
ャ
ー

【
役
場
保
健
師
】

Vol.67

バイシクルピットのサイン看板

公開֖֞HP֭ዻ౤

５月３１日は「世界禁煙デー」
加熱式たばこ＆受動喫煙について考える

●
問
い
合
わ
せ
先
　
福
祉
課 

　
　
☎
７
６
・
１
８
１
５

ヅ 

इ
Ⴈ
ಠ
⼦
⼷
⼚
⼵
ଌ
அ
⼿
⼵
ࢬ
੽

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
販
売
さ
れ
て
間
も
な
い

こ
と
も
あ
り
、
将
来
の
健
康
影
響
を
予
測
す

る
こ
と
は
困
難
で
す
し
、
紙
巻
た
ば
こ
と
比

較
し
て
健
康
影
響
が
少
な
い
か
ど
う
か
も
、

明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

さ
ら
に
、
受
動
喫
煙
の
リ
ス
ク
に
つ
い
て
は
、

更
な
る
知
見
が
必
要
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ヅ 

೥
၌
ਨ
࣒
⼲
⽏
⽒
ଌ
அ
ࢬ
੽
⼲
⼫
⼋
⼭

　

た
ば
こ
の
煙
の
恐
ろ
し
さ　

吸
っ
て
る
人
に

も
吸
わ
な
い
人
に
も
知
っ
て

も
ら
い
た
い
こ
と 

｟
政
府
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
テ
レ
ビ
｠

ヅ 

⼱
⼖
⼤
⼍
j 
ሰ
⽅
⼱
⼋
೥
၌
ਨ
࣒

　

「
な
く
そ
う
！ 

望
ま
な
い
受
動
喫
煙
」

W
E
B
サ
イ
ト
｟
厚
生
労
働
省
｠
が
開
設
さ
れ

て
い
ま
す
。　

 

全
国
統
一
け
む
い
問
模
試
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

ヱ

ဪ
ࢯ
ྎ
⼵
፭
Ꭼ
Ӽ
Ⴉ
ဗ
ၟ
࿊
ଌ
ෑ
⼵
೥
ෑ

ೄ
⼵
⼍
⼨
チ
ਨ
࣒
ೄ
⼶
ԃ
ヅӻ
²
⼯
࠮
ཐ
ଡ
13
ヅ

Ӿ
²
⽏
⽑
⽉
࿃
⼋
ඡ
ੳ
⼮
⼠
ヂ
௻
ઝ
⼶
チ
इ
Ⴈ

ಠ
⼦
⼷
⼚
⽙
ਹ
⽖
⽓
⽒
ሑ
⽙
ଣ
⼒
⼘
⽒
৿
व

⼓
ໃ
⼏
⼭
⼋
⽒
⼵
⼮
⼶
⼱
⼋
⼮
⼞
⽎
⼍
⼒
ヂ

ヅ 

इ
Ⴈ
ಠ
⼦
⼷
⼚
⼶
チ

ヱ

 

⼦
⼷
⼚
ጃ
⽙
ౚ
ዿ
⼞
⼭
⼋
⽅
⼠

　

加
熱
式
た
ば
こ
は
、
2
0
1
4
｟
平
成
26

年
｠
に
国
内
で
初
め
て
販
売
が
開
始
さ
れ
ま

し
た
。
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
た
ば
こ
事
業
法
に

お
け
る
喫
煙
用
の
「
製
造
た
ば
こ
」
と
し
て
取

り
扱
わ
れ
て
お
り
、
た
ば
こ
葉
を
使
用
し
て

い
ま
す
。

ヅ 

इ
Ⴈ
ಠ
⼦
⼷
⼚
⼲
⼫
⼋
⼭

ヱ
ヱ

ነ
⽐
⼒
⼲
⼱
⼪
⼭
⼋
⽒
⼚
⼯

①
加
熱
式
た
ば
こ
は
、
喫
煙
時
の
室
内
に
お

け
る
ニ
コ
チ
ン
濃
度
は
、
紙
巻
た
ば
こ
に

比
べ
れ
ば
低
い
。

②
加
熱
式
た
ば
こ
の
主
流
煙
に
は
、
紙
巻
た

ば
こ
と
同
程
度
の
ニ
コ
チ
ン
を
含
む
製
品

も
あ
る
。

③
加
熱
式
た
ば
こ
の
主
流
煙
に
含
ま
れ
る
主

要
な
発
が
ん
性
物
質
の
含
有
量
は
、
紙
巻

た
ば
こ
に
比
べ
れ
ば
少
な
い
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
加
熱
式
た
ば
こ
の
煙
に
健

康
影
響
を
与
え
る
有
害
物
質
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
は
明
ら
か
で
す
。

も
ん

資
料
：

厚
生
労
働
省 

健
康
増
進
法

の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
参
考
資
料

厚
生
労
働
省 

生
活
習
慣
病

予
防
の
た
め
の
健
康
情
報

サ
イ
ト
e-

ヘ
ル
ス
ネ
ッ
ト
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３
月
㕱㕸
日
｟
金
｠
に

卒
業
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
昨
年
に
引
き

続
き
、
換
気
や
入
場

制
限
を
行
い
ま
し
た
が
、
国
歌
や
校

歌
は
実
際
に
歌
い
、
厳
か
な
雰
囲
気

の
中
で
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

令
和
３
年
度
の
卒
業
生
は
、
㕱㕵
名
。

真
新
し
い
制
服
を
身
に
つ
け
、
少
し

緊
張
し
た
様
子
で
入
場
す
る
と
こ
ろ

か
ら
卒
業
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

一
人
ひ
と
り
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
卒
業
生
も
校
長

先
生
の
顔
を
し
っ
か
り
と
見
な
が
ら

受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

「
別
れ
の
こ
と
ば
」
で
は
、
在
校
生
・

卒
業
生
そ
れ

ぞ
れ
の
思
い
を

伝
え
合
い
、
卒

業
生
は
６
年
間

の
成
長
を
実
感

す
る
と
と
も
に
、

在
校
生
は
卒

業
生
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
を
伝

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
校
へ
進

学
し
て
か
ら
の
、

み
な
さ
ん
の
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

３
月
２
日
｟水
｠、
第
47
回
卒
業
式
を

行
い
、
９
年
間
の
義
務
教
育
を
終
え

て
、
卒
業
す
る
㕱㕸
名
の
門
出
を
祝
い

ま
し
た
。

　

厳
粛
な
空
気
に
包
ま
れ
た
体
育
館

で
、
卒
業
証
書
を
授
与
さ
れ
る
生
徒

の
名
前
が
担
任
よ
り
読
み
上
げ
ら
れ
、

校
長
先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証

書
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
校
長
先
生

は
式
辞
で
『
東
栄
中
学
校
の
校
歌
に

歌
い
込
ま
れ
て
い
る
校
訓
「自
ら
学
び

｟
知
｠
、
心
豊
か
に
｟
徳
｠
、
た
く
ま
し
く

｟体
｠」の
も
と
で
学
ん
だ
自
覚
と
誇
り

を
も
ち
、
調
和

の
と
れ
た
生
き

方
を
し
て
く
だ

さ
い
。
そ
し
て
、

ふ
る
さ
と
東
栄

を
愛
す
る
気
持

ち
を
い
つ
ま
で

も
持
ち
続
け
て

く
だ
さ
い
。
』

と
述
べ
ま
し
た
。

　

答
辞
で
は
卒

業
生
が
、
「中
学

校
で
過
ご
し
た

三
年
間
に
誇
り

を
も
ち
、
学
習
で
深
め
た
知
識
と
生

活
で
得
た
知
恵
、
運
動
で
蓄
え
た
強

い
体
と
心
を
も
と
に
自
分
の
道
を
拓

き
、
未
来
に
向
け
て
力
強
く
歩
ん
で

い
き
ま
す
。
」
と
強
い
決
意
を
述
べ
、

式
を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　

３
月
24
日
｟
木
｠
の
修
了

式
後
、
３
年
度
末
で
ご
退

職
さ
れ
る
校
長
先
生
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
卒
業
式
が

あ
り
ま
し
た
。
生
徒
代
表
が
「
教
職
の

課
程
を
卒
業
し
た
こ
と
を
証
す
」
と

読
み
上
げ
、
卒
業
証
書
を
手
渡
し
ま

し
た
。
最
後
に
「
仰
げ
ば
尊
し
」
を
合

唱
し
、
卒
業
=
退
職
を
祝
い
ま
し
た
。

卒
業
証
書
授
与
式

卒
業
式

岡
田
校
長
先
生
の

卒
業
式

東
栄
中
学
校

卒
業
式

第
47
回

校長先生֭卒業式

ӻԂ名֭卒業生

　

第
㕷㕴
回
卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
様
々
な
制

限
、
制
約
の
中
で
の
高
校
生
活
に
な
り

ま
し
た
が
、
卒
業
生
㕲㕲
名
は
、
３
年
間

の
思
い
出
と
新
生
活
へ
の
希
望
を
胸
に
、

本
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

～
卒
業
生
代
表
答
辞
よ
り
一
部
要
約
～
　　

当
た
り
前
だ
っ
た
日
常
は
失
わ

れ
、
楽
し
み
に
し
て
い
た
行
事
の
中
止
や
規
模
の
縮
小
が
続
き
ま
し
た
。
な
か

で
も
修
学
旅
行
に
は
様
々
な
思
い
出
が
あ
り
ま
す
。
学
習
の
成
果
を
活
か
す

こ
と
も
、
あ
れ
こ
れ
相
談
し
て
計
画
を
立
て
た
自
由
散
策
も
で
き
な
く
な
っ

た
悔
し
さ
か
ら
、
縮
小
す
る
く
ら
い
な
ら
行
か
な
く
て
も
い
い
と
さ
え
思
っ
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
工
夫
す
る
こ
と
や
新
た
な
学
び
、
発
見
の

大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
、
楽
し
く
思
い
出
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。

　

３
年
間
で
力
を
入
れ
た
部
活
動
で
は
、
先
輩
方
が
基
本
か
ら
親
切
に
教
え

て
く
だ
さ
り
、
後
輩
で
あ
る
皆
さ
ん
が
入
部
し
て
か
ら
は
、
先
輩
と
し
て
負
け

る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
も
っ
と
努
力
が
必
要
だ
と
私
自
身
に
問
い
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
少
人
数
な
が
ら
、
互
い
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
合
っ
た
り
、
競
い
合
っ
た
り
で
き
た
こ
と
は
、
私
に
と
っ
て
よ
い
刺
激
に
な

り
、
よ
い
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
は
大
学
へ
進
学
し
ま
す
。
ど
の
よ
う
な
職
業
に
就
く
の
か
は
明
確
に
は

決
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
地
域
に
戻
っ
て
き
て
高
齢

者
に
優
し
く
、
都
市
部
か
ら
移
住
し
た
く
な
る
よ
う
な
空
間
を
築
く
こ
と
を

目
標
に
し
た
い
で
す
。
今
ま
で
多
く
の
方
の
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
の
で
、
少

し
で
も
恩
返
し
を
し
、
力
に
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

3/13/3

総
合
的
な
探
究
の
時
間

　

９
月
に
３
町
村
の
役
場
の
方
を
お
招
き
し

て
、
観
光
、
産
業
、
生
活
の
３
グ
ル
ー
プ
の
研

究
内
容
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た
だ
き
、
更

に
学
習
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
日
は
再

び
３
町
村
の
役
場
の
方
に
来
て
い
た
だ
き
、

学
習
の
ま
と
め
の
発
表
を
し
ま
し
た
。

２
年
生 第

７４
回

｟
地
域
課
題
解
決
学
習
｠



優
良
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
の
日
に
、
設
楽
警
察
署
内
で

の
講
習
受
講
後
｟
30
分
程
度
｠交
付
さ
れ
ま
す
。

一
般
・
違
反
運
転
者
講
習
の
方

　

更
新
手
続
き
後
に
講
習
日
を
指
定
し
ま
す

の
で
、そ
の
講
習
を
受
講
後
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

高
齢
者
講
習
が
お
済
み
の
方
は
、
更
新
手

続
き
の
日
に
交
付
さ
れ
ま
す
。

※

警
察
署
で
の
更
新
受
付
は
、
す
べ
て
平
日
の

正
午
か
ら
午
後
４
時
ま
で
の
間
で
す
。

　

「
絶
対
に
儲
か
り
ま
す
」
な
ど
と
甘
い
言
葉
で

勧
誘
し
、
未
公
開
株
や
社
責
の
取
引
き
、
フ
ァ

ン
ド
へ
の
出
資
等
の
名
目
で
高
額
な
金
を
振

り
込
ま
せ
、
配
当
金
が
な
い
ば
か
り
か
、
実
際

に
は
投
資
の
運
用
実
態
す
ら
な
い
と
い
っ
た

詐
欺
的
な
被
害
が
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
や
主
婦
を
狙
い
、
家
屋
等
の

点
検
を
口
実
に
不
要
な
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事
を

高
額
で
行
う
点
検
商
法
や
、
不

用
品
回
収
を
謳
っ
て
訪
問

し
、
貴
金
属
な
ど
を
安
値

で
買
い
取
っ
て
い
く
訪

問
購
入
業
者
の
相
談

も
後
を
絶
た
な
い
状
況

で
す
。

　

悪
質
商
法
の
手
口
は
年
々
巧
妙
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
こ
う
し
た
被
害
に
か
か
ら
な
い
よ
う

に
す
る
に
は
、
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
し
っ
か
り

と
し
た
心
構
え
を
も
つ
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

も
し
、
業
者
か
ら
勧
誘
を
受
け
た
り
、
契
約

す
る
と
き
は
、
次
の
「悪
質
商
法
撃
退
10
か
条
」

を
参
考
に
し
て
下
さ
い
。

こ
ち
ら

設
楽
警
察
署

の
る
も
の
か

　
う
ま
い
話
と
　
く
ち
ぐ
る
ま

◎
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に

～
悪
徳
商
法
　
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
～

ふ
る
さ
と
歌
壇

三
月
詠
草

杉
野
み
つ
子

伊
藤
　
清
子

鈴
木
　
政
子

鷹
氏
　
和
幸

堂
地
　
雅
子

伊
藤
　
義
信

伊
藤
　
久
美

内
藤
　
久
代

小
野
田
博
文

福
田
　
幸
代

む
ら
く
も

お

み
ち

に
こ
げ

こ
ら

冬
毛
よ
り
夏
毛
に
変
わ
る
柴
犬
の
和
毛
丸
ま
り
風
に
吹
か
れ
て

こ
の
路
を
六
百
回
余
通
わ
れ
し
歌
友
を
思
い
こ
の
道
を
行
く

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
て
近
所
を
一
回
り
人
に
出
会
え
て
話
せ
る
幸
せ

山
霞
く
し
ゃ
み
堪
え
て
野
良
仕
事
遠
い
昔
の
我
が
家
の
思
い
出

「
ひ
な
様
」と
書
か
れ
た
母
の
字
古
き
箱  

小
さ
き
人
形
春
の
陽
浴
び
る

世
の
中
は
月
に
叢
雲
花
に
風
白
寿
を
目
指
し
令
和
を
生
き
む

友
逝
き
て  

淋
し
き
春
に
桜
咲
く  
私
は
前
を
向
い
て
い
く
だ
け

穴
が
開
く
ま
で
は
履
い
て
た
亡
父
の
靴
潰
れ
た
溝
を
撫
で
た
雨
の
日

柔
ら
か
な
春
の
光
に
思
い
出
す
幼
き
頃
の
母
の
優
し
さ

早
春
の
空
の
色
し
て「
い
ぬ
ふ
ぐ
り
」 

淡
き
花
び
ら
野
道
に
生
う
る
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東
栄
町
内

◎
刑
法
犯
総
数

・
窃
盗
犯

｟
自
動
車
関
連
窃
盗
｠

・
特
殊
詐
欺

◎
人
身
事
故
件
数

・
死
者
数

・
負
傷
者
数

◎
物
損
事
故
件
数

1
件 

｟
1
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

0
件 

｟
0
｠

1
件 

｟
1
｠

0
人 

｟
0
｠

1
人 

｟
1
｠

7
件 

｟
15
｠

3
件 

｟
4
｠

2
件 

｟
2
｠

2
件 

｟
5
｠

2
人 

｟
5
｠

31
件 

｟
88
｠

郡 

内

Å

｟　

｠
内
は
1
月
か
ら
の
累
積

犯
罪
事
故
発
生
件
数

令
和
４
年
3
月

Å

総
合
優
勝
は
、
全
員
参
加
で
最
後
ま
で

　

的
中
し
つ
づ
け
た
人
が
優
勝
で
す
。

優 

勝

二 

位

三 

位

優 

勝

二 

位

西
林
信
彦

三
城
信
和

伊
藤　

勉

優 

勝

二 

位

三 

位

西

林

信

彦

三

城

信

和

伊

藤
　

勉

森
上
祥
高

青
山　

進

優 

勝

二 

位

加
藤
育
代

伊
藤
礼
子

優 

勝

三
城
信
和

一
部

二
部

女
子

総
合

4月3日 東栄町弓道場
弓友会 月例会成績表

春季大会
成績表

運
転
免
許
更
新
の
ご
案
内

●
問
い
合
わ
せ
先

　
　
　

 

設
楽
警
察
署　

６
２
・
０
１
１
０

・・・・

・・・・・・

　

ふ
る
さ
と
歌
会
は
昭

和
37
年
発
足
し
ま
し
た
。

　

毎
月
1
回
の
歌
会
を

一
度
も
休
む
こ
と
な
く

60
年
目
を
迎
え
、
今
年

3
月
歌
会
で
7
2
0
回

目
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
会
員
は
14
名
で
、

う
ち
2
名
は
新
城
在
住

の
方
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
短
歌
の

灯
を
と
も
し
続
け
た
い

で
す
。 ふ

る
さ
と
歌
会
６０
周
年

勇
気
出
し 

は
っ
き
り
言
お
う 

い
り
ま
せ
ん

し
つ
こ
い
な
　
そ
ん
な
相
手
は
　
1
1
0
番

迷
っ
た
ら
　
一
人
で
悩
ま
ず
　
ま
ず
相
談

サ
イ
ン
し
て
　
あ
と
で
し
ま
っ
た
　
も
う
遅
い

契
約
は
　
し
て
も
お
金
は
　
後
払
い

あ
な
た
で
す
！
　
自
分
の
財
産
　
守
る
の
は

何
の
用
？
　
し
っ
か
り
聞
こ
う
　
身
分
と
用
件

あ
や
し
い
と 

思
っ
た
と
き
は 

ド
ア
を
閉
め
て

も
う
か
り
ま
す
　
そ
ん
な
言
葉
に
　
ご
用
心

あ
や
し
い
ぞ
　
人
の
フ
ト
コ
ロ
聞
く
　
業
者



施
設
利
用
（
３
月
）

戸
籍
の
窓
口

※住民基本台帳　※単位：人

令和4年3月の利用者数施　　設　　名 3月までの累積利用者数

人
口
と
世
帯

人 口

男

女

世帯数

2,903

1,399

1,504

1,374

 −Ӿ）

−Ӽ）

−Ӽ）

±Ӻ）

転 入

転 出

出 生

死 亡

13

16

5

6

3月末日現在 前月比

交流促進センター 「 千 代 姫 荘 」

と う え い 温 泉

と う え い 健 康 の 館

グ リ ー ン ハ ウ ス （宿泊者）

体 育 施 設

135

87

8,569

291

573

859

（

（

（

（

（

（

ӻӻԁ）

ӼӼ）

Ԁ,ӻԁӻ）

 ӻԀԂ）

ӼӻԀ）

ӿӻԃ）

1,596

435

103,012

2,928

1,476

8,695

（

（

（

（

（

（

ӻ,ԀӽԂ）

ӻ,ӼӺԁ）

ԃӿ,ԀԁӾ）

 Ӽ,ԀԂԂ）

ӾӺԀ）

Ԃ,ӻԀԂ）

営業当初からの累計利用者数　ӽ,ԂӺԃ,Ԃӻӿ

3月16日～4月15日受付

※（　）内は前年度同月による　　※単位 ：人

14

　毎年、４月はじめの時期になると、大治浄水場公園の

桜が見頃を迎え、満開の桜と暖かな日差しが町内に春

を告げます。 大治浄水場公園は、広々としたグラウンド

と、滑り台やブランコといった遊具があり、小学生のグル

ープや砂場で遊ぶ親子連れの方が訪れたりと、町民の

憩いの場となっています。

大治町友好自治体

納
税
等

納期限： 5月31日

●軽自動車税　

●国民健康保険料　　

●保育料　　　　

●水道使用料（下水・農集排使用料含む）

●住宅使用料

●放課後児童クラブ利用料

森林体験交流センター

「スターフォーレスト御園」

（

（

（

（

●
お
悔
や
み

●
お
誕
生

氏　名　　　　 年 齢　  　住 所

氏　名　　　　 保護者　  住　所

ひ な

はるき

原田○幸男 90 振草

伊藤○恭二 ９1  本郷

夏目しづゑ 9３ 三輪

原田○辰男 93 本郷

小林○みか ９0 下川

伊藤みつゑ 96 振草

鈴木○○太 92 本郷

加納　妃雛 靖章 下川

加藤　晴貴 望愛 本郷

※東栄町に住所を有し、町外で出生・死亡の届出をされた

方も掲載対象となりますので掲載を希望される場合は、

お早めに住民課へ申し出ください。

浅倉秋成　ＫＡＤＯＫＡＷＡ

逢坂冬馬　早川書房

●六人の嘘つきな大学生

●しゅご☆れい探偵（１）

　 ふたりで、ふしぎな事件を解決します！

やまもとふみ　角川つばさ文庫

●理花のおかしな実験室

　 （１） お菓子づくりはナゾだらけ！？

　 （２） 難問、友情ゼリーにいどめ！

　 （３） 自由研究はあまくない！？

新
着
図
書

東栄町図書室 （のき山学校）



5 May. 2022

予防接種

予防接種
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表紙について

　4月6日(水)、東栄小学校の入学式の様子

です。12名の新入生を迎え新年度をスタート

させました。

※カレンダーのイベント等は、新型コロナウイルス感染症の予防等により、中

止・変更になる場合があります。中止・変更の際は対象者への個別連絡と

とうえいチャンネルへの掲載で対応しますので、ご了承ください。

ペットボトル・白トレイ
乾電池回収日

イベント・事業など

保健事業

たんぽぽの会

学校行事

ドレミの会

ゆめ工房

Tue Wed Thu Fri SatMonSun

行政相談

民生委員児童委員
協議会定例会

ドレミの会
（市場・金紫）

ドレミの会
（東薗目）

パパママ教室

ベビー
マッサージ教室

乳幼児健診

離乳食教室

ノーメディアデー

憲法記念日 みどりの日 こどもの日

さわやかクラブ

巡回職業相談

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

たんぽぽの会

ペットボトル等
回収日

ゆめ工房

ゆめ工房

ゆめ工房

家庭訪問
(小・中学校)

お仕事フェア
（中学２年）

体育交流会予備
日(小学５・６年）体育交流会

(小学５・６年）

学校安全緊急情報
共有化ネットワーク
訓練（小・中学校）

3 4 5 61 2

10 11 12 13

7

8 9

17

24

18

25

19

26

20

27

14

21

28

15

22

29

16

23

30 31 3 421



総務課　　☎７６ ・ 0501

とうえいチャンネル

東栄町公式 SNS

LINE

Facebook

Twitter

　12チャンネルで、様々なまちの情

報を配信しております。とうえいチャ

ンネルについて、お困りの方は役場

総務課までお問い合わせください。 

　町では、SNSにより、まちの身近

な話題やできごとなど、魅力的な情

報をタイムリーに発信しています。

※通信料は利用者負担です。

令和4年5月1日発行   No.749

発行 ： 東栄町役場　〒449-0292  愛知県北設楽郡東栄町大字本郷字上前畑 25

ホームページ  http://www.town.toei.aichi.jp　メールア׾レス  soumu@town.toei.lg.jp　

編集 ： 東栄町役場総務課

広報とうえい

このコー׿ーでは東栄町に住む人を紹介していきます。来月は、今月登場した人に紹介していただきます。

その 158

東栄町在住歴  7年

田中利奈さん（東薗目）
り　な

オニスターのおでかけ日記オニスターのおでかけ日記
今月は明神山を紹介するに。

写真は、登山者の安全確保のために

新設した入山届記載台だよ。

安全第一で登山を楽しもう！

くさり場やはしご、眺望が楽しめる馬の

背岩など、変化に富んだコースが魅力

的だに。

ぜひ、チャレンジしてみてね！

今月の動画

（YouTube）

オ؀スターの

おでかけ日記

(インスタグラム)

町からの
情報をチェック！


